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これ定例会議の議事録作成に約3時
間かかっていた

当企業団では、委員会や各種会議の終了

後に議事録を作成するため、ICレコーダー

で録音した音声を聞きながら手作業で議事

録の作成を行っていました。特に毎週開催さ

れる会議では、会議時間が長いため、録音

の確認と議事録作成に約3時間を要し、年間

でおよそ144時間もの時間を費やしていまし

た。通常業務と並行してこの作業を行う必要

があり、担当者にとって大きな負担となって

いました。

また、毎月開催される各委員会でも議事

録作成は大きな課題でした。担当者は資料

作成や会議の進行に加え、議事録の作成に

も多くの時間を割いており、業務の効率化が

強く求められていました。

オフラインで使えて音声認識精度が
高かった

以前から文字起こしシステムの存在は認識

していたものの、導入には至っていませんで

した。そのような中、インターネットで

「ScribeAssist」の存在を知り、すぐにトライ

アルを実施しました。

閉域網での利用が前提となっているため、

オフラインでも利用可能な「ScribeAssist」は

非常に適していました。トライアルでは高い

音声認識精度を確認できたほか、ライセン

ス形態を柔軟に選べる点も評価し、将来的

な活用の幅広さを見据えて導入を決定しまし

た。

AI要約を活用して幅広いシーンで効
率化を実現

導入後は、ICレコーダーで録音した音声

を「ScribeAssist」で自動的に文字起こしし、

年144時間かかっていた定例会議
の議事録作成業務を効率化。AI要
約も活用しながら幅広いシーンで
利用。
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導入前の課題 導入後の効果
毎週の議事録作成に年間144時間ほどかかっており
通常業務との両立が困難だった
資料作成や会議の進行に加え議事録作成が必要で、
担当者の負担が大きかった

●

●

AI音声認識とAI要約により、作業時間を大幅に短縮

操作が簡単なため、職種を問わず幅広い職員が活用
でき本来の業務に集中

●

●
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▲ ScribeAssist を利用している様子

▲ 会議室の様子

さらにAIによる要約機能を活用して議事録を作成しています。文字起

こしの処理中に他の業務を進められるため、全体の作業効率が大幅に

向上しました。

AI要約機能は処理時間も短く、議事録作成にかかる手間と時間が大

きく削減されました。新しいシステムは操作が難しいという先入観があ

りましたが、「ScribeAssist」は直感的で使いやすいUIを備えており、

職種を問わず誰でも抵抗なく利用できています。

生成AI活用やDXの第一歩

システム導入のハードルが比較的低かったこともあり、幅広い部署

での活用を見据えて検討を重ねた結果、「ScribeAssist」の導入に至り

ました。「ScribeAssist」は単なる議事録作成の効率化にとどまらず、近

年注目されている生成AIの活用や、DX（デジタルトランスフォーメーショ

ン）推進の第一歩としても大きな意義があると感じています。

医療機関においては、議事録作成といった事務作業は職種を問わず

発生する業務であり、多くの職員が「ScribeAssist」を活用することで、

本来の業務により集中できるようになります。今後はさらに活用の幅を

広げていきたいと考えています。
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ScribeAssist（スクライブアシスト）は、スタンドアローン型の

AI議事録作成アプリケーション。インターネット接続なしで動

作するため、機密性の高い会議でも安心して利用できます。

AI音声認識AmiVoice®で高精度に文字起こししたら、オフライン

でも動作する生成AIが議事録形式に自動で要約。議事録作成の

効率を大幅に向上します。

リアルタイム認識、ファイル認識の両方に対応しており、Web

会議のみならず、テレワーク、対面での会議や商談・打ち合わせ、

経営会議、セミナー・講演会、研修、インタビュー、面談など、様々

なシーンでの議事録作成業務の効率化を支援します。
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